
コミュニケーション能力の素地を育む外国語活動

～必然性のあるコミュニケーション活動を通して～

辻伸幸

本論文は，必然性のあるコミュニケーション活動を通して外国語活動におけるコミュニケーション能力の素地

を子どもたちが育むためのアプローチを確立することが目的である。必然性を高める工夫として保護者ボランテ

ィアの支援を計画的に取り入れた。保護者ボランティアを有効に活用すれば指導者が一人の時と比べ，必然性を

高めたコミュニケーションを取る時間がその人数分増えることにつながる。また，子どもたちの質の高い学びを

成立させるための焦点化をメタ認知的手法で取り入れた。このことにより子どもたち一人ひとりの主体的な外国

語活動の学びが成立し，コミュニケーション能力の素地を育むことができると考えられる。

キーワード：外国語活動，コミュニケーション能力の素地必然性を高めたコミュニケーション活動，

保護者ボランティアの活用，質の高い学びを支える焦点化，

1 . はじめに

平成 23年度から新学習指導要領が完全実施され，

外国語活動傭惧ljは英語活動）が，小学校高学年 (5,

6年生）で年間 35コマ必修となった。目標は， 「外国

語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，

積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育

成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しま

せながら，コミュニケーショオ貶力の素地を養う。」こ

とである。全国の公立小学校では，その目標を達成す

るための努力を積み重ねている。まさに，外国語教育

分野で小学校教育の歴史的転換期とも言える時期であ

る。

外国語活動の目標からも分かるように最終的なゴー

ルはコミュニケーショオ距力の素地を養うことである。

したがって英語スキル（リスニング，スピーキング，

リーディング，ライティング）習得に重点を置くよう

な指導をしてはいけない。ところが，指導者である小

学校教員は，英語スキルの習得を目標とした教育しか

受けていない。ややもすると，指導者自身の教育経験

からスキル習得型の外国語活動を強め英語嫌いの子ど

もを増産する勉険性が大きい。

外国語活動を好意的に捉えていない子どもたちでは，

授業で嫌いと感じる場面として英語スキル面を挙げる

者が半数占めることが示された（辻.2011)。文科省の

2009年の調査（外国語活動における教材の効果的な活

用及び評価の在り方に関する実践研究授業に係わる実

践研究校児童向け意識調査）において 5年生の 7.8%, 

6年生の 10.3%の者が外国語活動の授業を嫌いと回答

している状況を考慮すれば，これ以上の外国語活動嫌

い（辻.2008)を増やすわけにはいかない。

コミュニケーション能力の素地を蓑うためには，コ

ミュニケーション活動を通した経験的な学びが必要で

ある。もちろん英語スキル面で十分に慣れ親しむ活動

は欠かせないが，あくまでもコミュニケーショ才詣カ

の素地作りと言う指針がぶれてはいけないのである。

さらに，小学校高学年という発達段階を考えれば，

コミュニケーション活動の質が重要になってくる。こ

の質を高めるために必然性をもたせたコミュニケーシ

ョン活動に主軸を置いたのが本研究の特徴である。

2 必然性のあるコミュニケーション活動

2. 1. コミュニケーション能力と活動

ここでは，コミュニケーショ才詣力とコミュニケー

ショ 1/1舌動についての定義を確認する。

白畑，冨田，村野井，若林 (1999)は，コミュニケ

ーション能力とは，言語を正確に理解し，輿際の状況

の中で適切に使用する能力とする定義を挙げている。

また，コミュニケーション能力の下位分類として，文

法的能力（統語的能力や発音などの言語に直接関係す

る能力），談話的能力（前後関係や場面などの状況を正

確に把握し的確に伝達できる能力），社会言語学的能力

（社会的規則や約束ごとを把握した上で明確に伝え合

うことができる能力），方略的能力（聞き返しなどのコ

ミュニケーションを円滑に進めるための能力）の4つ

も紹介している。

コミュニケーション活動とは，白畑，冨田，村野井，

若林 (1999)によると上記のコミュニケーション能力

を発達させることを目的として目標言語例国語活動

では英語）を使用して行う活動としている。現実のコ

ミュニケーションと同じ，もしくはそれに近い言諒吏

用の場をつくり出しコミュニケーショ才記力を伸展さ

-138-



せることともしている。

以上，コミュニケーション能力とコミュニケーショ

ン活動についての定義を確認したが，外国語活動では，

「素地」を育むという視点が加わっている。これは，

上述した英語スキルをはじめとするコミュニケーショ

ン能力を習得する上での土台と考えることができよう。

具体的には，様々な経験から，さらに意欲的にコミュ

ニケーションをとろうとする態度面であったり，他国

の文化や自国の文化に興味をもったり，コミュニケー

ショ刀舌動で必要とする英語の表現に慣れ親しもうと

する面であったりする。

2. 2. 必然性のあるコミュニケーション活動

コミュニケーショ刀舌動は， 2-1で定義を確認した

ように実際のコミュニケーションもしくは冥際の場面

に擬似的な活動を意味するが，子どもたちにとってど

れだけ活動を行うことの必然性が存在するのかが一つ

のポイントとなる。

必然性を高めるためには，いくつかの原則が外国語

教育で指摘されている。一つは，情報のギャップが存

在するときにコミュニケーションの必然性が生まれる

という原理（白畑，冨田，村野井，若林， 1999)であ

る。活動に様々なギャップ（インフォメーションギャ

ップやイメージギャップなど）を意図的に創り出し，

そのギャップを埋めるタスクを設定することで子ども

たちに必然性のある言語使用が可能とされている。

また，情報転換の原理もある。これは，実際のコミ

ュニケーションにおいて，メッセージを受け取り，そ

れに対応する際伝達手段が変わるという原則である。

本研究では，これらの原則を小学校高学年に合致し

た内容にして外国語活動に適応させた，

2. 3. 学びの質を高めるための焦点化

外国語活動を子どもたちが行う中で，何に焦点を当

てていくのかを子どもたち自身が意識することができ

ればと考えた。これは，メタ認知とよばれるもので，

興味•閲心 l;f!l.. み
積拓性

人間関係

表現力

言稟

江

表 1 外国語活動における焦点化項目

学習者中心の授業づくりにとって有効であると考える。

学習指導要領の目標では，外国語を通した「体験的

な言語や文化の理解」 「積極的なコミュニケーション

をとろうとする態度の育成」 「外国語の音声や基本的

表現の慣れ親しみ」の3つのアプローチからコミュニ

ケーショ才能力の素地を養うことと設定されている。

本実践では，この 3 つのアプローチを「興味•関心」

「人間関係」「表現力」「言葉」「文化」の5つに再編し，

さらに 18の具｛祥勺目標を設定した（表 1)。

なお，学校提案にある「学ぴに向かわせていく焦点

化」として「興味• 関心」「人間関係」「文化」が，「本

時の中での学ぴの質の高まりを意識した焦点化」は，

「表現力」「言葉」が対応している。

3. "I want to go to Italy. "~ 受業の考察

3. 1. 保護者ボランティアの活用

対象は 6年生である。単元は英語ノート 2の

Lesson6「行ってみたい国を紹介しよう Iwant to go 
to Italy.」を参考にしている。英語ノートでは，自分

が行きたい国とその理由とを紹介することをコミュニ

ケーション活動としている。本実践では，必然性を高

めるためにコミュニケーショ汎舌動場面設定を工夫し

た。具体的には，保護者ボランティアの支援を得た。

保護者ボランティアには旅行代理店の店員になっても

らい，児童の行きたい国やその国を選んだ理由につい

て聞いてから旅行パンフレットなどを使って旅行の提

案を簡単な英語を使って行って頂いた（写真1,2, 3, 

4)。

学習指導要領の指導計画作成の配慮事項として，外

国語に堪能な地域の人々の協力を得るなど指導体制の

充実を挙げている。保護者ボランティアは，まさしく

地域の人々の協力と考えることができる。しかも，い

きなり保護者ボランティアを活動に参加させるのでは

なく，以下の固郊皆を踏ん芯

【保護者ボランティア説明会の開催】

保護者も小学校教員と同じく英語スキル習得型の授

業を経験してきており外国語活動の正確な目標やイメ

ージをもっていない。そのため，外国語活動の目標

から正しい内容を伝達する必要がある。その対策と

して，事前説明会を開催して伝えた。また，その際，

児童の英語スキルの状況を伝えたり，コミュニケー

ショ冴荏動実施上の質靭芯答をきめ細かに行ったり

した》

【外国語活動授業の参観】

外国語活動の目標やその指導方法活動内容につ

いては保護者ボランティア説明会で行ったが，実際

の授業を見て，イメージをもってもらうことも大切

である。そのため，保護者ボランティアが参加する

前に外国語活動の授業を参観してもらった保護者で

-139-



あるため子ども理解は高いといえるが，外国語活動の

指導内容や方法へのさらなる理解や子どもたちの様子

を直接学ぶことが可能となった。

【コミュニケーション活動の環境づくり】

保護者ボランティアの負担を軽減するため，あらか

じめ子どもたちの行きたい国とその理由を調べ，事前

資料として配付しにまた，旅行会社から子どもたち

が行きたい国に関する旅行パンフレットも準備し事前

に配付したさらに，各旅行会社用のネームプレート

も雛形を準備して配った)

（写真l,2, 3, 4)旅行代理店役の保魏者ボランティアと子どもたち

3. 2. 単元目標

•その場に適した態度で，進んでコミュニケーション

をとろうとする。 隈味関心）

・行きたい国を伝える英語の表現に慣れ親しむ。 （言

葉）

・行きたい国の言語や文化に興味をもつ。（典味関心・

文化）

・英語を使って，工夫しながら行きたい国を伝える。

（言葉・表現カ・人間関係）

3. 3. 単元計画

外国語活動 総合的な学習の時間

【全 6時間】 【全 6 時間】

第 1次

行きたい所芍国を伝える

英語の表現に慣れ親し •新聞に出ている国を探そ

もう。 (5時間） う。 (2時間）

・自分の行きたい国を決めて

第2次 調べよう。 (2時間）

行きたい国を伝えよう。 ・自分の行きたい国にした理

(1 時間•本時） 由を整理しよう。 (2時間）

3. 4. 評価規準

•その場に適した態度で，進んでコミュニケーション

をとろうとしているか。 隈味関心）

・行きたい国を伝える英語の表現に慣れ親しもうとし

ているか。 （言薬）

・行きたい国の言語や文化に興味をもとうとしている

か。 （興味関心・文化）

・英語を使って，工夫しながら行きたい国を伝えよう

としているか。 （言葉・表現カ・人間関係）

3. 5. 本時の目標

・コミュニケーション活動で使う英語の表現に慣れ親

しむ。 （言葉）

・積極的に友だちの行きたい国を尋ねたり，自分の行

きたい国を伝えたりしようとする。

（興味関心・言葉・表現カ・人間関係）

・積極的に保護者ボランティアに自分の行きたい国を

伝えたり，相手の言菓を聞き取ろう とする。 （興

味関心・言薬・表現カ・人間関係）

3. 6. 本時の展開

児敵の汀劾 段諏？苅渤・女殷・ft/.むIi. 評価1載,:せ

［めあての砿認、］ ・似り心り）Jードを見て．児碩、トこぢこ

今flのぬbて勺涎＆させる

1ウ・Aームアップ1 ·iiぶ：しれ)/1'~1\f組 i/;;からクイ ・'f>Lし令翡恥で.ff. 鮎

• 世界の行きたし'{!1クイズを与 ズをttlllrtる を始めることがでさた

える， ・菜6で芥えななり匹,"!1彰ユ111 カ・ 卿血凶観察

~hでえてしよいことにする，

［今III史うK現にtl'lれ親しむ） ・リズムに合1>1rご介1114'ぅ./l!W'兌

・チャンツ rrに慣れ親しtせる

Where do you want to go? ・リズJ..JIガン,1iこ割ヒをもたぜてii

I want to go to Italy. う

（コミュニケーション訊動 I] • ¥J心Jiが，デモンストレーシ . I~ 畑ヽ こ伝え合お・）と

・人だ砂牙rきたり川を衿ねる- ョンをして活f)yJ)Pl!!l'Iを深 していおりs

めさせる． ”』~I·2l1辿

（コミュニケーシ,;,i-,r,fJJI) ・児牧却冴載りを伐める」 (,t寮・即）・Mfll

・l'I分の行きたし'fl<を郎」Iiも触 ・!¥知ポランティアが旅1, 係）観寮・距IJ~りカー

れながら1広える3 会 m膊9牙如lを派じる。 ド

・児伐が積悧籾こ訴動できる

船り返り） ように,,,掛けや'llttを1i

•今 (10)!7;劾鳴くり返りを う （~

hう。

•今 II の祈創り湛くり返りをカ

ー ドに，；し人させる，
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3. 7. 言語材料

Where do you want to go? I want to go to ~. 
I want to meet ~. I like ~. 
Korea, China, Thailand, America, the UK, 

Canada, Spain, Italy, Belgium, France, Austria, 

Greece, Australia 

3. 8. 本時の子どもたちの振り返り

本時の最後に子どもたちが取り組んだ振り返り（子

どもたちの自由記述）を考察すると，ほとんどの児童

が保護者ボランティアとのコミュニケーション活動場

面について振り返っていにその内容は，今までこの

活動のために慣れ親しんできた英語の表現を使って自

分の行きたい国やその理由について，無事に伝えるこ

とができた満足感や達成感に触れている者が多かったっ

また，プラス面とは反対の面を記述する子どもたち

もいた。これは，保護者ボランティアが子どもたちの

行きたい国やその理由を聞いて，それに適切に晒芯し

てくれていたことに関してであった。子どもたちは，

慣れ親しんでいない英語の表現に対しては理解できな

くて，保護者ボランティアが何を言っているのか分か

らなかったとういことであった。

4. 授業後の研究協議

本時は，平成23年度の附属小学校教育研究発表会で

公開された授業である。授業後，和歌山市を中心に全

国から集まった教員が参加して，「コミュニケーション

能力の素地を育む外国語活動」というテーマで研究協

謡がもたれた。和歌山市立岡崎小学校の秦野稔子校長

と和歌山大学教育学部尾上利美准教授に指導助言を頂

いた。本研究において外部からの指導を得られる重要

なものとなった）以下，研究協議会で得られた知見を

述べる。

外国語活動は，英語のゲームや歌チャンツなど楽

しぐ慣れ親しむだけでは目標が達せされないと言うこ

とは全参加者が納得できた。コミュニケーション能力

の素地を育むためには，コミュニケーション活動にま

でつなげなければならい。高学年ということを考慮す

れば，伝え合うことに必然性があるコミュニケーショ

ン活動にすることがポイントである。その点では，本

時では，保護者ボランティアを有効に活用することが

できていた。そのため，子どもたちのほとんどは，自

分から進んで自分の行きたい国について伝え合うこと

ができていた。

さらに，保護者ボランティア側の下準備や工夫がな

されていた）子どもたちの行きたい国にした理由に対

して，説明できるような準備がされていに例えば，

自由の女神を見てみたいのであれば，ニューヨークの

地図と女神の画像を iPadで示しながら対応していた

り，オーロラが見たいのであれば，旅行用パンフレッ

トで関連のページがすぐでるようにされていたりした）

次に， 3で提案した焦点化であるが項目が多岐にわ

たり子どもたちが意識するには困難であるとの指摘が

あった。一つの授業に全ての項目について意識させる

のではなく，重点化した項目のみ意識させればよいと

考える。例えば，本時では単元の終末でもあり，コミ

ュニケーション活動がメインなので，表現力に関して

の項目から特に意識させたいものを選んで提示した方

が良かったであろう。子どもたちの実態を指導者は的

確に詔iffiしながら，項目の取捨選択をしていかなけれ

ばならない。

最後に，指導助言者からメタ認知を活用する学びの

スタイルは，自律的な学習者を育てるためにも有効で

あることが示された3 外国語教育学の研究上の理論を

授業に適応することの重要さが明らかになった。

5 成果と課題

外国語活動の歴史は，小学校教育の中で最も新しく

実践数や研究数が他の教科領域に比べ，格段に少ない

のが現状である。教育内容，指導方法，指導者の資質

向上，教員養成研修，予算など解決しなければなら

ない課題は山積している。これらを同時に全て解決す

ることは現実的ではない。着実に一つずつより良きも

のにするための授業実践や研究を増やしていくことが

21世紀を生きる子どもたちの力ヘと結びつくのであ

る。本研究により，外国語活動が大切にしているコミ

ュニケーション能力の素地づくりという面で，必然性

を高めたコミュニケーショ汀舌動の重要さが明らかに

なった。必然性を高める一つのアプローチとして，保

護者ボランティアの活用が有効であることが判明した3

学習指導要領の指導計画の作成と内容の取り扱いの

ところで，地域の実態に応じて，外国語に堪能な地域

の人々の協力を得るなど指導体制を充実するように明

記されている。本研究で取りあげた保護者ボランティ

アは，まさに地或人材であり，指導体制を充実させる

ことができた事例である。

今後さらなる地域人材の活用事例を増やしていく

ことが課題である。
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